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目的：
2021年にグローバルカイゴ検定協会が行った『質管理理論に基づいて外国人介護人材育成過程の標
準化を進める基礎研究』で得られた知見に基づき、

外国人介護人材育成を行っている施設に対して、QMS（Quality Management System)介入を行い、
育成システムの精緻化を行う。

結果として、外国人介護人材育成の“質”が向上し、定着化に結びつけれれば、介護現場の人材不足
解消の手段となり得る。

方法：
① 品質管理専門家によるQMS介入（調査期間中 4～5回のコンサルテーション）実施。
② 研究者による産業心理学的手法による、介入過程の関係者の行動変容（個人レベル）観察
③ QMS介入（①）による成果物獲得までの支援
④ 介入の過程を観察し、組織行動変容分析の実施
⑤ 積み残しの課題の明確化



実証研究 参加協力法人

No. 法人名 法人特性 対象施設 対象施設ホームページ

1
犬鳴山
（南大阪介護事業所連盟）

社会福祉法人
（一般社団法人）

特別養護老人ホーム 犬鳴山 https://www.inunaki.or.jp/

2 小田原福祉会 社会福祉法人 特別養護老人ホーム 潤生園 https://junseien.jp/

3 アルコップ 株式会社
ナーシングケアセンター
縁寿の園さくら木

http://sakuragi.enjyu-g.com/

4 高岡南福祉会 社会福祉法人
特別養護老人ホーム
はるかぜ・かがやき

https://harukaze-
takaoka.or.jp/

5
医療法人穂仁会
（大滝病院グループ）

医療法人
大滝病院・福井リハビリテーショ
ン病院・福井ケアセンター

https://www.otaki-hp.or.jp/

6
ジャパンメディカルアライア
ンス（JMA）

社会医療法人 座間総合病院 https://zama.jinai.jp/



Step1. 
外国人介護人材育成のプロセス評価 QMSレベル評価

Step2.
キャリア育成による結果評価と育成計画実行における課題の見極め

Step3.
課題に対するQMS（質管理手法）の適用による介入の実施

Step4.

P→D〔モニタリング〕→C〔アセスメント〕→Aにおける整合性の精緻化
支援

QMS介入のStep



本日の公開シンポジウムは、専門委員会での議論を経て、
調査研究事業としての評価と今後の課題を議論。

本調査研究事業としての総括は、
4月以降に厚生労働省への報告書として公開。
※グローバルカイゴ検定協会ホームページでも公開。

QMS介入によるコンサルテーションでの成果物の評価と
その過程における組織行動変容について・・・・

2回の専門委員会で知見の集約、構造化を行う。


